
プログラミングなしで
自分たちの防災マップから

スポット巡りスマホゲームを作ろう！

一般社団法人 Do It Yourself
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背景

参加して楽しい
担い手も楽しめる

防災活動を広げるために必要な2つのこと

「スマホでポーカーラリー」を開発



背景

参加して楽しい
担い手も楽しめる

防災活動を広げるために必要な2つのこと
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① マップ上のアイコンをさわると画像
が開くから、どこに行くかを考えて
目的地を決めよう

② スマホを閉じて目的地に移動
歩きスマホは禁止！

③ 到着したらゲーム画面を開こう
④ 画面右下に が出現する
押すと抽選でカードをゲット！

⑤ 5枚で作る役を競うよ
カード確認ボタンで
役を確認して登録！

避難所

⑥6枚目は保有カード1枚を捨て
て獲得できる。期限内にたくさ
ん巡って、欲しいカードをゲット！

競い方

遊び方 ⓪ゲームURLをスマホの で開く

プログラミングなしで自分たちの防災マップからスポット巡りスマホゲームを作ろう！

背景



背景

参加して楽しい
担い手も楽しめる

防災活動を広げるために必要な2つのこと



7

作り方

プログラミングなしで自分たちの防災マップからスポット巡りスマホゲームを作ろう！

背景

小学生でもタブレット
やPCで登録できる

皆で登録した
スポットの公開は
スプレッドシートに
✓を入れるだけ

Googleマップで
右クリックすると

（スマホでは長押し）
緯度と経度が表示される



背景

参加して楽しい 担い手の創出
主体の連携担い手も楽しめる

実は必要な要素が他にもあった



チャレンジプランの目的

1. 「ゲームプレイ」の「楽しみ」を通じて、
防災施設や危険個所に足を運び確認する
という行動を促す。

2. 「ゲームづくり」という準備自体を楽し
い活動とすることで、受講者や担い手の
積極性向上につなげる。

3. 「ゲームづくり」と「ゲームプレイ」を
異なるタイミングや主体で実施すること
により、学内や異なる学校、地域住民組
織などの連携をしやすくする。

担い手の創出
主体の連携



チャレンジの内容

ハザードマップに記載されている情報を啓発したり、実際に災害危険
個所に行き自分の目で確認することを促したり、
防災・減災の能力を向上させるゲーミフィケーションのツールとして、

様々な属性の対象者（小・中・高・大・一般）に
活用してもらうと共に、連携に活かしてもらう。



実施内容

No 運営主体（日程） 参加者（人数）／事後対象 連携
① N学院大学（5/31） 大学生（16） なし
② Ｇ大学地域ラボ（7/26） 一般、防災士等（11） 大学＆防災士等
③ Ｍ市教育委員会（8/1） 中学生、教員（35） 防災士＆中学生
④ Ｔ防災士会（8/9） 小学生（24） 防災士会＆小学生
⑤ Ｋ工科大学（9/13） 高・大学生（90）／大学生 大学生＆高校生
⑥ G大学工学部（12/20） 大学生（13）／留学生 大学生＆留学生
⑦ N地区防災士会（2/2） 防災士（未）／地区住⺠ 防災士＆住⺠組織
⑧ N保健医療大学（1/31） 大学生（未）／防災訓練 大学生＆一般



①名古屋学院大学２年生

写真を貼る



②岐阜大地域ラボ高山

写真を貼る



③本巣市Jr防災リーダー養成講座

写真を貼る



④高山市内小学生（自分たちでつくる減災Go！
In高山）



⑤高知工科大学＆土佐塾中学・高等学校



⑥岐阜大学工学部



⑦岐阜市長良東防災士会



成果

No 運営主体（日程） 参加者（人数）／事後対象 連携
① N学院大学（5/31） 大学生（16） なし
② Ｇ大学地域ラボ（7/26） 一般、防災士等（11） 大学＆防災士等
③ Ｍ市教育委員会（8/1） 中学生、教員（35） 防災士＆中学生
④ Ｔ防災士会（8/9） 小学生（24） 防災士会＆小学生
⑤ Ｋ工科大学（9/13） 高・大学生（90）／大学生 大学生＆高校生
⑥ G大学工学部（12/20） 大学生（13）／留学生 大学生＆留学生
⑦ N地区防災士会（2/2） 防災士（未）／地区住⺠ 防災士＆住⺠組織
⑧ N保健医療大学（1/31） 大学生（未）／防災訓練 大学生＆一般



成果

1. 「ゲームプレイ」ではカードを5枚集めた以降も、スポットに行くこ

とで抽選によりカードを交換することができるため、より多くのスポ
ットを巡るよう促された。

2. 「ゲームづくり」では各スポットの位置に加え、解説文と画像を自由
に設定できるため、避難関連施設をはじめとするハザードマップ掲載
情報を反映したり、浸水区域や土砂災害危険個所など災害時に注意す
べき箇所を反映したりすることで、ゲームでプレイヤーの確認を促す
ことを楽しめた。

3. 「づくり」と「プレイ」が異なるタイミングや主体で実施できるため、
活動参加者以外の学内や異なる学校、地域住民組織などの連携が容易
であった。



今後の課題

1. 報告に盛り込んだ事例以外に、積極的にモデル事例を積み重ねる。

2. 防災・減災への影響を、年度内の変化把握や複数年に渡る防災活動
の効果把握に提供している「減災教室®※」を活用し、効果把握と同
時に実施していくよう工夫する。

※防災教育チャレンジプラン2020年度大賞の岐阜県立大垣特別支援学校でも検証に活用いただいたもの。

3. 資金的な持続性を高めるための低コスト運用の工夫や、参加費数千
円程度の活用コミュニティ形成による運用などを模索する。

4. ４．スポット設置に際して画像を二つ登録できるように仕様を変更
した。通常にマップ上で表示される画像とタイトルの部分を用いて
クイズ問題を表示し、現地に行くと解説や解答を画像として表示で
きるクイズモードであり、今後の活用が期待できる。



ご清聴ありがとうございました











真正公民館避難所

防災教育
チャレンジプラン2024



①名古屋学院大学２年生

名古屋学院大学構内と
周囲の防災関連設備を巡るゲーム

実施内容

大学生参加者

ゲームの仕組みを使って、「楽しいから」「見
たいから」の気持ちを促すことで、活動に参加
してもらうことができそう。

参加者コメント
（抜粋）



②高山まち協防災士女子会
「自分でつくる減災go!ゲームづくり研修」

街なかにスポットを設置するゲームづくり実施内容

市民防災団体参加者

「つくる」部分が簡単で、小学生高学年でも実
践できそう

参加者コメント
（抜粋）



③本巣市ジュニア防災リーダー養成講座

ハザードマップを活用したゲームづくり体験実施内容

講座受講中学生、教員参加者

座学の限られた時間でも、体験を通じて帰宅後
の防災施設確認を促すことができる

参加者コメント
（抜粋）



④自分たちでつくる減災Go！In高山

隣接公園での遊び体験とスポット設置体験実施内容

小学校高学年参加者

防災団体と子ども団体の連携。防災クラブとし
て活用を検討できそう。

参加者コメント
（抜粋）



⑤高知工科大学＆土佐塾中学・高等学校

チーム対抗でゲームを体験＆スポット設置を体
験

実施内容

中高一貫校の生徒と大学生参加者

大学生が中高生に教える時のツールとしても使
いやすかった。

参加者コメント
（抜粋）


